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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置用のセンサーの出力値を、目標値に対する所定の許容範囲内に調整する調
整ステップと、
　前記センサーの調整後の出力値および前記目標値に基づく補正係数をメモリーに記憶す
る記憶ステップと、
　前記画像形成装置内の濃度補正部によって、前記補正係数を前記メモリーから読み出し
、読み出した前記補正係数に基づいて、前記画像形成装置に取り付けられた前記センサー
の出力値から特定されるトナー量を示す値を補正する補正ステップと、
　を備え、
　前記メモリーは、前記画像形成装置内に設けられており、
　前記調整ステップの前に、前記センサーが前記画像形成装置に取り付けられ、
　前記補正ステップでは、Ａを前記補正係数とし、Ｐを前記センサーによるトナー検出時
のＰ波出力とし、Ｓを前記センサーによるトナー検出時のＳ波出力とし、Ｐｏを前記セン
サーのＰ波の暗電位とし、Ｓｏを前記センサーのＳ波の暗電位とし、Ｐｇを前記センサー
により前記画像形成装置内で前記トナーが形成されるベルトの下地を検出した時のＰ波出
力とし、Ｓｇを前記センサーにより前記画像形成装置内で前記トナーが形成されるベルト
の下地を検出した時のＳ波出力とし、Ｋを定数としたとき、前記トナー量を示す値が、１
－（（Ｐ－Ｐｏ）－（Ｓ－Ｓｏ）×Ａ×Ｋ）／（（Ｐｇ－Ｐｏ）－（Ｓｇ－Ｓｏ）×Ａ×
Ｋ）で計算され、
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　前記補正係数Ａは、前記センサーの出力値の調整時において、｛（Ｐ－Ｐｏ）／（Ｓ－
Ｓｏ）｝の目標値をＢとしたとき、式Ａ＝｛（Ｐ－Ｐｏ）／（Ｓ－Ｓｏ）｝／Ｂで計算さ
れること、
　を特徴とするセンサー特性補正方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、センサー特性補正方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真プロセスを用いた画像形成装置においては、一般に、画像を安定させるために
、トナーを中間転写ベルトに転写してパッチ画像（基準画像）を形成し、そのトナー部分
をセンサーで検出し、そのセンサーの出力値から、トナー量（トナー濃度）に対応する値
を計算している。この結果に基づいて、印刷時のプロセス条件を再設定して、適正な濃度
になるように制御している。
【０００３】
　濃度を安定に制御するには、トナー量に対応する値を正確に検知することが重要であり
、ある画像形成装置では、次式に従って、トナー量に対応する被覆率を計算している（例
えば特許文献１参照）。
【０００４】
被覆率＝１－（（Ｐ－Ｐｏ）－（Ｓ－Ｓｏ）×Ｋ）／（（Ｐｇ－Ｐｏ）－（Ｓｇ－Ｓｏ）
×Ｋ）　
【０００５】
　ここで、Ｐはトナーパターン検出時のＰ波出力であり、Ｓはトナーパターン検出時のＳ
波出力であり、ＰｏはＰ波の暗電位であり、ＳｏはＳ波の暗電位であり、Ｐｇはベルト下
地検出時のＰ波出力であり、Ｓｇはベルト下地検出時のＳ波出力であり、Ｋは定数である
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２０１５２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述の技術では、トナー量に対応する値を算出する際に、（Ｓ－Ｓｏ）の値に定数Ｋを
乗じてセンサー出力値の補正を行っているが、センサー自体の出力値のバラツキ（個体差
）がある場合には、その出力値のバラツキに応じた補正はなされていない。そのため、画
像形成装置において、そのバラツキに起因してトナー量の検知に誤差が生じ、その結果、
トナー濃度に誤差が生じてしまう。
【０００８】
　センサーは、その出力値が一定の範囲（例えば目標値の±３％以内）になるように予め
調整される。この範囲を狭くすることで、上述のバラツキは少なくなるが、センサーの調
整に要する時間が長くなってしまう。また、この範囲を狭すぎると、その範囲内に調整で
きない個体が発生する可能性がある。
【０００９】
　本発明は、上記の問題に鑑みてなされたものであり、センサーの出力特性にバラツキが
あっても、画像形成装置によるトナー濃度が適正な濃度になるようにセンサー特性を補正
するセンサー特性補正方法を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　本発明に係るセンサー特性補正方法は、画像形成装置用のセンサーの出力値を、目標値
に対する所定の許容範囲内に調整する調整ステップと、前記センサーの調整後の出力値お
よび前記目標値に基づく補正係数をメモリーに記憶する記憶ステップと、前記画像形成装
置内の濃度補正部によって、前記補正係数を前記メモリーから読み出し、読み出した前記
補正係数に基づいて、前記画像形成装置に取り付けられた前記センサーの出力値から特定
されるトナー量を示す値を補正する補正ステップとを備える。前記メモリーは、前記画像
形成装置内に設けられており、前記調整ステップの前に、前記センサーが前記画像形成装
置に取り付けられる。また、前記補正ステップでは、Ａを前記補正係数とし、Ｐを前記セ
ンサーによるトナー検出時のＰ波出力とし、Ｓを前記センサーによるトナー検出時のＳ波
出力とし、Ｐｏを前記センサーのＰ波の暗電位とし、Ｓｏを前記センサーのＳ波の暗電位
とし、Ｐｇを前記センサーにより前記画像形成装置内で前記トナーが形成されるベルトの
下地を検出した時のＰ波出力とし、Ｓｇを前記センサーにより前記画像形成装置内で前記
トナーが形成されるベルトの下地を検出した時のＳ波出力とし、Ｋを定数としたとき、前
記トナー量を示す値が、１－（（Ｐ－Ｐｏ）－（Ｓ－Ｓｏ）×Ａ×Ｋ）／（（Ｐｇ－Ｐｏ
）－（Ｓｇ－Ｓｏ）×Ａ×Ｋ）で計算される。そして、前記補正係数Ａは、前記センサー
の出力値の調整時において、｛（Ｐ－Ｐｏ）／（Ｓ－Ｓｏ）｝の目標値をＢとしたとき、
式Ａ＝｛（Ｐ－Ｐｏ）／（Ｓ－Ｓｏ）｝／Ｂで計算される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、画像形成装置に使用されるセンサーの出力特性にバラツキがあっても
、画像形成装置によるトナー濃度が適正な濃度になるようにセンサー特性が補正される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の実施の形態に係るセンサー特性補正方法により特性を補正され
るセンサーが取り付けられる画像形成装置の機械的な内部構成の一部を示す側面図である
。
【図２】図２は、実施の形態１における画像形成装置の電気的な構成の一部を示すブロッ
ク図である。
【図３】図３は、図１におけるセンサーの光学系を説明する図である。
【図４】図４は、実施の形態１に係るセンサー特性補正方法について説明するフローチャ
ートである。
【図５】図５は、センサーの出力値のバラツキに起因する被覆率の誤差を説明する図であ
る。
【図６】図６は、バラツキのあるセンサーの出力値を補正して得られる被覆率を説明する
図である。
【図７】図７は、実施の形態２における画像形成装置の電気的な構成の一部を示すブロッ
ク図である。
【図８】図８は、実施の形態２に係るセンサー特性補正方法について説明するフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図に基づいて本発明の実施の形態を説明する。
【００１６】
実施の形態１．
【００１７】
　図１は、本発明の実施の形態に係るセンサー特性補正方法により特性を補正されるセン
サーが取り付けられる画像形成装置の機械的な内部構成の一部を示す側面図である。画像
形成装置は、プリンター、ファクシミリ装置、複写機、複合機などといった、電子写真方
式の印刷機能を有する装置である。
【００１８】
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　この実施の形態の画像形成装置は、タンデム方式のカラー現像装置を有する。このカラ
ー現像装置は、感光体ドラム１ａ～１ｄ、露光装置２ａ～２ｄおよび現像ユニット３ａ～
３ｄを有する。感光体ドラム１ａ～１ｄは、シアン、マゼンタ、イエローおよびブラック
の４色の感光体である。露光装置２ａ～２ｄは、感光体ドラム１ａ～１ｄへレーザー光を
照射して静電潜像を形成する装置である。露光装置２ａ～２ｄは、レーザー光の光源であ
るレーザーダイオード、そのレーザー光を感光体ドラム１ａ～１ｄへ導く光学素子（レン
ズ、ミラー、ポリゴンミラーなど）を有する。
【００１９】
　さらに、感光体ドラム１ａ～１ｄの周囲には、スコロトロン等の帯電器、クリーニング
装置、除電器などが配置されている。クリーニング装置は、１次転写後に、感光体ドラム
１ａ～１ｄ上の残留トナーを除去し、除電器は、１次転写後に、感光体ドラム１ａ～１ｄ
を除電する。
【００２０】
　現像ユニット３ａ～３ｄでは、シアン、マゼンタ、イエローおよびブラックの４色のト
ナーが充填されているトナーコンテナーがそれぞれ装着されており、トナーコンテナーか
らトナーが供給され、キャリアとともに現像剤を構成する。このトナーには、酸化チタン
などの外添剤が付加されている。現像ユニット３ａ～３ｄは、そのトナーを感光体ドラム
１ａ～１ｄ上の静電潜像に付着させてトナー画像を形成する。
【００２１】
　感光体ドラム１ａ、露光装置２ａ、および現像ユニット３ａにより、マゼンタの現像が
行われ、感光体ドラム１ｂ、露光装置２ｂ、および現像ユニット３ｂにより、シアンの現
像が行われ、感光体ドラム１ｃ、露光装置２ｃ、および現像ユニット３ｃにより、イエロ
ーの現像が行われ、感光体ドラム１ｄ、露光装置２ｄ、および現像ユニット３ｄにより、
ブラックの現像が行われる。
【００２２】
　中間転写ベルト４は、感光体ドラム１ａ～１ｄに接触し、感光体ドラム１ａ～１ｄ上の
トナー画像を１次転写される環状の像担持体である。この中間転写ベルト４は、中間転写
体の一種である。中間転写ベルト４は、駆動ローラー５に張架され、駆動ローラー５から
の駆動力によって、感光体ドラム１ｄとの接触位置から感光体ドラム１ａとの接触位置へ
の方向へ周回していく。
【００２３】
　転写ローラー６は、搬送されてくる用紙を中間転写ベルト４に接触させ、中間転写ベル
ト４上のトナー画像を用紙に２次転写する。なお、トナー画像を転写された用紙は、定着
器９へ搬送され、トナー画像が用紙へ定着される。
【００２４】
　ローラー７は、クリーニングブラシを有し、クリーニングブラシを中間転写ベルト４に
接触させ、用紙へのトナー画像の転写後に中間転写ベルト４に残ったトナーを除去する。
また、ローラー７は、濃度補正時に、中間転写ベルト４上で外添剤が付着した領域上に担
持されたトナーとともに外添剤を併せて除去する。
【００２５】
　センサー８は、中間転写ベルト４に光線を照射し、その反射光を検出する。トナー濃度
調整の際、センサー８は、中間転写ベルト４の所定の領域に光線を照射し光線の反射光（
測定光）を検出し、その光量に応じた電気信号を出力する。
【００２６】
　このセンサー８が、実施の形態に係るセンサー特性補正方法により特性を補正されるセ
ンサーである。
【００２７】
　図２は、実施の形態１における画像形成装置の電気的な構成の一部を示すブロック図で
ある。図２において、プリントエンジン１１は、上述のローラーなどを駆動する図示せぬ
駆動源、現像バイアスおよび１次転写バイアスを印加するバイアス印加回路、並びに露光
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装置２ａ～２ｄを制御して、給紙、印刷および排紙を実行させる処理回路である。現像バ
イアスは、感光体ドラム１ａ～１ｄと現像ユニット３ａ～３ｄとの間にそれぞれ印加され
、１次転写バイアスは、感光体ドラム１ａ～１ｄと中間転写ベルト４との間にそれぞれ印
加される。
【００２８】
　この実施の形態では、プリントエンジン１１は、濃度補正部２１を有する。濃度補正部
２１は、試験パターンを感光体ドラム１ａ～１ｄ上に現像させて中間転写ベルト４へ転写
させ、試験パターンを担持させる前の所定の測定領域からの測定光によるセンサー８の出
力値と、試験パターンを担持させた所定の測定領域からの測定光によるセンサー８の出力
値とに基づいて、試験パターンのトナー濃度に対応する被覆率を特定し、特定した被覆率
に基づいて濃度補正を行う。
【００２９】
　図３は、図１におけるセンサー８の光学系を説明する図である。
【００３０】
　図３に示すように、センサー８は、光線を出射する光源５１と、光源側のビームスプリ
ッター５２と、光源側の受光素子５３と、受光側のビームスプリッター５４と、第１受光
素子５５と、第２受光素子５６とを備える。
【００３１】
　光源５１は、例えば発光ダイオードである。ビームスプリッター５２は、光源５１から
の光線のうち、Ｐ偏光成分を透過し、Ｓ偏光成分を反射する。光源側の受光素子５３は、
例えばフォトダイオードであり、ビームスプリッター５２からのＳ偏光成分を検出し、そ
の光量に応じた電気信号を出力する。この電気信号は、光源５１の安定制御に使用される
。
【００３２】
　光源側のビームスプリッター５２を透過したＰ偏光成分の光は、中間転写ベルト４の表
面（トナー画像４１または下地）に入射し、反射する。このときの反射光は、正反射成分
と拡散反射成分とを有し、正反射成分は、Ｐ偏光となる。
【００３３】
　ビームスプリッター５４は、反射光のうちのＰ偏光成分（すなわち、正反射成分）を透
過し、Ｓ偏光成分を反射する。第１受光素子５５は、例えばフォトダイオードであり、ビ
ームスプリッター５４を透過したＰ偏光成分の光を検出し、その光量に応じた電気信号を
出力する。第２受光素子５６は、例えばフォトダイオードであり、ビームスプリッター５
４で反射したＳ偏光成分の光を検出し、その光量に応じた電気信号を出力する。
【００３４】
　濃度補正部２１は、第１受光素子５５の出力と第２受光素子５６の出力とに基づいて、
トナー濃度の補正量を特定しつつ、トナー濃度を計算する。
【００３５】
　その際、濃度補正部２１は、次式に従って、被覆率を計算する。
【００３６】
　被覆率＝１－（（Ｐ－Ｐｏ）－（Ｓ－Ｓｏ）×Ａ×Ｋ）／（（Ｐｇ－Ｐｏ）－（Ｓｇ－
Ｓｏ）×Ａ×Ｋ）
【００３７】
　ここで、Ａはセンサー８の個体ごとの補正係数であり、Ｐはセンサー８によるトナー検
出時のＰ波出力であり、Ｓはセンサー８によるトナー検出時のＳ波出力であり、Ｐ０はセ
ンサー８のＰ波の暗電位であり、Ｓ０はセンサー８のＳ波の暗電位であり、Ｐｇはセンサ
ー８により中間転写ベルト４の下地を検出した時のＰ波出力であり、Ｓｇはセンサー８に
より中間転写ベルト４の下地を検出した時のＳ波出力であり、Ｋは定数である。
【００３８】
　また、補正係数Ａは、センサー８の出力値の調整時に特定される。センサー８の出力値
（Ｐ－Ｐｏ）／（Ｓ－Ｓｏ）の目標値をＢとし、センサー８の調整時に得られる（Ｐ－Ｐ
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ｏ）／（Ｓ－Ｓｏ）の実際の測定値をＢ’とすると、Ａ＝Ｂ’／Ｂとされる。
【００３９】
　次に、実施の形態１に係るセンサー特性補正方法について説明する。図４は、実施の形
態１に係るセンサー特性補正方法について説明するフローチャートである。
【００４０】
　実施の形態１では、まず、センサー８を画像形成装置に取り付ける前に、上述のように
して、調整板で出力値の調整が行われる（ステップＳ１）。
【００４１】
　具体的には、測定値Ｂ’が、目標値Ｂの±３％の許容範囲内に入るように、センサー８
の出力値が調整される。センサー８の出力値の調整は、中間転写ベルト４の表面を再現し
た調整板に複数濃度のトナーを形成し、そのときの測定値Ｂ’を特定することで行われる
。つまり、調整板に形成した複数濃度のトナーのすべてについて、測定値Ｂ’が、目標値
Ｂの許容範囲内に入るように、センサー８の出力値が調整される。
【００４２】
　そして、その測定値Ｂ’および目標値Ｂに基づく補正係数Ａがセンサー８内のメモリー
８ａに記憶される（ステップＳ２）。メモリー８ａは、不揮発性のメモリーである。
【００４３】
　このようにして補正係数Ａがセンサー８内のメモリー８ａに記憶された後、センサー８
が画像形成装置に取り付けられる（ステップＳ３）。
【００４４】
　その後、濃度補正部２１が、センサー８内のメモリー８ａから補正係数Ａを読み出し（
ステップＳ４）、濃度調整時に、その補正係数Ａを使用して上述の式に従って被覆率を計
算し、その被覆率に基づいて、印刷時のトナー濃度を調整する（ステップＳ５）。
【００４５】
　以上のように、上記実施の形態１によれば、センサー８の調整後の出力値および目標値
に基づく補正係数Ａをセンサー８内のメモリー８ａに記憶しておき、画像形成装置内の濃
度補正部２１が、その補正係数Ａをメモリー８ａから読み出し、読み出した補正係数Ａに
基づいて、画像形成装置に取り付けられたセンサー８の出力値から特定される、トナー量
に対応する被覆率を補正する。
【００４６】
　これにより、センサー８の個体ごとに出力特性にバラツキがあっても、画像形成装置に
よるトナー濃度が適正な濃度になるようにセンサー特性が補正される。
【００４７】
　図５は、センサー８の出力値のバラツキに起因する被覆率の誤差を説明する図である。
図６は、バラツキのあるセンサー８の出力値を補正して得られる被覆率を説明する図であ
る。図５に示すように、補正係数Ａによる補正が行われない場合、上述の許容範囲内の測
定値Ｂ’のバラツキに起因して、被覆率に誤差が発生するが、上述のように各濃度におけ
る補正係数Ａで補正することで、図６に示すように、測定値Ｂ’のバラツキに起因する被
覆率の誤差が解消される。
【００４８】
実施の形態２．
【００４９】
　本発明の実施の形態２に係るセンサー特性補正方法では、センサー８が画像形成装置に
取り付けられた状態で調整され、補正係数Ａがセンサー８内ではなく画像形成装置内のメ
モリーに記憶される。
【００５０】
　図７は、実施の形態２における画像形成装置の電気的な構成の一部を示すブロック図で
ある。実施の形態２における画像形成装置は、メモリー１２を有している。メモリー１２
は、不揮発性のメモリーであって、上述の補正係数Ａを記憶される。
【００５１】
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　なお、実施の形態２における画像形成装置およびセンサー８のその他の構成は実施の形
態１と同様である。ただし、実施の形態２におけるセンサー８は、メモリー８ａを有して
いなくてもよい。
【００５２】
　次に、実施の形態２に係るセンサー特性補正方法について説明する。図８は、実施の形
態２に係るセンサー特性補正方法について説明するフローチャートである。
【００５３】
　実施の形態２では、センサー８の出力値の調整前にセンサー８が画像形成装置に取り付
けられる（ステップＳ１１）。
【００５４】
　次に、調整板で出力値の調整が行われる（ステップＳ１２）。その際、例えば、中間転
写ベルト４が取り外された状態で、調整板を冶具などで中間転写ベルト４が本来配置され
る位置（トナー量の測定位置）に固定し、上述のように、複数の濃度に対する測定値Ｂ’
が調整される。
【００５５】
　そして、その測定値Ｂ’および目標値Ｂに基づく補正係数Ａが画像形成装置内のメモリ
ー１２に記憶される（ステップＳ１３）。このとき、例えば、データシートなどに測定値
Ｂ’および目標値Ｂ、または補正係数Ａを記録しておき、画像形成装置の図示せぬ操作パ
ネルを操作して補正係数Ａを入力する。補正係数Ａが入力されると、その補正係数Ａが、
例えば、設定値の１つとして、メモリー１２に記憶される。
【００５６】
　その後、濃度補正部２１が、メモリー１２から補正係数Ａを読み出し（ステップＳ１４
）、濃度調整時に、その補正係数Ａを使用して上述の式に従って被覆率を計算し、その被
覆率に基づいて、印刷時のトナー濃度を調整する（ステップＳ１５）。
【００５７】
　以上のように、上記実施の形態２によれば、センサー８の調整後の出力値および目標値
に基づく補正係数Ａを画像形成装置内のメモリー１２に記憶しておき、画像形成装置内の
濃度補正部２１が、その補正係数Ａをメモリー８ａから読み出し、読み出した補正係数Ａ
に基づいて、画像形成装置に取り付けられたセンサー８の出力値から特定される、トナー
量に対応する被覆率を補正する。
【００５８】
　これにより、センサー８の個体ごとに出力特性にバラツキがあっても、画像形成装置に
よるトナー濃度が適正な濃度になるようにセンサー特性が補正される。
【００５９】
　また、実施の形態２では、センサー８が画像形成装置に取り付けられた状態で、出力値
の調整を行うため、センサー８の取り付け誤差を含めてセンサー特性が補正される。その
ため、センサー特性がより正確に補正される。
【００６０】
　なお、上述の各実施の形態は、本発明の好適な例であるが、本発明は、これらに限定さ
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、種々の変形、変更が可能で
ある。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
　本発明は、例えば、画像形成装置のセンサーに適用可能である。
【符号の説明】
【００６２】
　８　センサー
　８ａ，１２　メモリー
　２１　濃度補正部
　５１　光源（発光素子の一例）
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　５５，５６　受光素子

【図１】

【図２】

【図３】
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